
































Qualitative study on the making  and the practice of “collaborate program”  
between SST and impro in adaptation class
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題」（19.7 ％）、「非 行・ 遊 び」（6.0 ％）、「無 気 力」
（14.8％）、「情緒的混乱」（17.5％）、「自らこのん

















































































































































































































































































































































































































































































































































































○ 相 手 か ら の ボ ー ル を
しっかりと受け止める
ことを大切にする。
○ ぶつかっても、声をか
けて（謝る）続けるよ
うにする。
○ ほしいものを考えると
きは、その人のことを
よく思い出すように伝
える。
まとめ
３．ふりかえり
　ふりかえりシートに記入する。
10分

